


 
＜小熊監督の言葉＞ 

私は、この出来事を記録したいと思った。自分

は歴史家であり、社会学者だ。いま自分がやる

べきことは何かといえば、これを記録し、後世

に残すことだと思った。映画を撮ったことはな

かった。映画作りに関心を持ったこともなかっ

た。しかし、過去の資料の断片を集めて、一つ

の世界を織りあげることは、これまでの著作で

やってきた。扱うことになる対象が、文字であ

るか映像であるかは、このさい問題ではなかっ

た。いうまでもないが、一人で作った作品では

ない。同時代に現場を撮影していた人びと、イ

ンタビューに応じてくれた人びとが、すべて無

償で協力してくれた。 

なにより、この映画の主役は、映っている人び

とすべてだ。その人びとは、性別も世代も、地

位も国籍も、出身地も志向もばらばらだ。そう

した人びとが、一つの場につどう姿は、稀有の

ことであると同時に、力強く、美しいと思った。 

 
＜第2部 監督を迎えてのトーク＞ 

本作品の自主上映条件には「参加者が映画につ

いて意見交換する時間を設けること」とある。

小熊監督を迎え、本学RSSC教員で反安保法制

の運動にも関わった上野千鶴子と香山リカが

トークに加わる。監督はこう言う。「いろいろ

な見方のできる映画だと思う。見た後で、隣の

人と、率直な感想を話しあってほしい。映画に

意味を与えるのは観客であり、その集合体とし

ての社会である。そこから、あなたにとって、

また社会にとって、新しいことが生まれるはず

だ。」（公式ＨＰ等から一部抜粋） 

 
＜プロフィール＞ 
小熊英二（おぐま・えいじ） 

1962年東京生まれ。出版社勤務を経て、慶應義塾大学総合政策学部教授。福島原発事故後、積極的

に脱原発運動にかかわり、メディア上での発言も多い。2012年の著作『社会を変えるには』で新書

大賞を受賞。他の著作に『単一民族神話の起源』（サントリー学芸賞受賞）、『＜民主＞と＜愛国

＞』（大仏次郎論壇賞、毎日出版文化賞）、『1968』（角川財団学芸賞）など。映像作品の監督は

今回が初めてだが、脱原発運動のなかで得ていた信用のために、多くの映像提供などの協力を得る

ことができた。 

 
上野千鶴子（うえの・ちづこ） 
1948年生まれ、東京大学名誉教授、立命館大学特別招聘教授、RSSＣ特任教授。認定NPO法人ウ

ィメンズアクションネットワーク理事長。長きにわたって女性運動を牽引してきた。「安全保障関

連法案に反対する学者の会」の発起人のひとり。 

 
香山リカ（かやま・りか） 

1970 年生まれ。精神科医。立教大学現代心理学部映像身体学科教授。本学・ＲＳＳＣ教員で社会

問題にも発言やアクションを行っている。 


